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 Photoelasticity is a powerful tool in visualization of stress distribution. Under stress, plastic 
materials, e.g. acrylic acid resin, show birefringence. Using this property, the stress can be 
estimated by the photoelastic pattern. Although recent progresses in computer enable us to 
calculate the stress distribution of the complex structure numerically, visualization of stress 
distribution in granular system is still a difficult problem in numerical calculation. Especially, it is 
almost impossible to calculate stress distribution in a large size granular system by computer. 
Therefore, we develop a large size photoelastic system in order to visualize stress distribution of 
complex structure: the size of view is 50 [cm] X 50 [cm].





































れる試料の材質 としては,ア ラルダイ ト(araldite)
が代表的である.ア クリル(acryle)も光弾性実験
にしばしばもちい られる.光 弾性実験の原理図を
図1に 示す.光 弾性実験は2枚 の直交 させた偏光
板をもちいることで実験できる.偏 光子 を通過 し

























複屈折性を有 しているので試料を通過 した後 は,2
つの偏光波の間には相対的位相差 δが生 じる.位
相差 δと主屈折率差nl‐n2の間には,
勘 会 霧鄭 ・-n2)(・)
とい う関係 が成 り立つ.こ こで △は2つ の偏 光波
の相 対的 光路 差,dは 試料 の厚 さ,n,とn2はそれ
ぞ れ σ1,σ2方 向 の 屈 折 率 で あ る.Maxwell-
Neumannの原理 か ら,主 屈折 率差ni‐naと主 応 力















で あ る.光 の強 度1は 振 幅aの2乗 に 比 例 す る こ
とか ら,
1=a2=A2sin228sina82(5)
を得 る.位 相 差 δが
δ=2nn(n:整 数)
の と き,1=0で 最 も暗 く,
S=(2n+1)π(n:整 数)
のとき,1は最大 となる.このようにして,試 料の
内部応 力状態は明線 と暗線 の縞模様 として観測さ
れる.この δによる明暗の縞模様 を等色線と呼ぶ.
式(5)から主応 力軸(σpσ2)の方向を知 ることが
できる.i1,π/2の ときは1=0と な り偏光の
振動方向と一致するところで暗 くなる.こ の暗線
'を等傾線 と呼ぶ.こ の等傾線の観測か ら,主 応力
の軸(Q1,σ2)の方向を知ることができる.しか し,
等色線のみを観測 したい場合 には等傾線は大 きな
障害 となる.
式(5)の1はθと δの関数である ことを示 してい
るが,θ の影響をな くし1を δのみの関数にする
方法,つ ま り等傾線を除去する方法がある.試 料
に円偏光を入射 させ る方法である.円 偏光を生成
するには偏光子 と試料および検光子 と試料の間に
4分の1波 長板をそれぞれ45度傾けて挿入するの
である.そ うす ると,1は δのみの関数,
・-42一繭2㈲ (6)









































































































































































































































1▲li45[cm] 一 → 奮量6
図8ア ク リル製 の棒 を曲げた ときの様 子.
本研究を行なう上で,小 川淳司先生には励まして
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